
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

国見町みんなんかんで、出前じんけん講座を開催しました。講師に大分県人権問題講師団の見矢

野さんと NPO 法人アンジュ・ママン相談役の岩永さんのお二人をお招きし、部落差別問題につい

てお話をしていただきました。見矢野さんは、『自分だからこそ伝えられることがある』と体験談

を話してくださり、岩永さんは、自分に影響を与えたこれまでの出会いのエピソードと『差別をな

くす状況をつくる５項目』を多くの人に広めたいとお話してくださいました。 

 

☆当事者の体験談、差別をなくす取り組みを実践されている 2 名の話を聴けてよかった。 

 厳しい差別ほど見えにくいと思うので、「いい話を聴けた」で終えないように、今後も学ん 

 でいきたいと思った。 

 ☆二人体制の話は大変良かったと思う。 

 ☆各講師の生の体験談を聞くことができて大変良かったです。これまでと違って、心の中まで 

届きました。色々と納得できました。 

 ☆同和教育推進教員をずっとされてきた岩永さんの話は、腑に落ちるお話でした。５項目のお 

話は、納得しました。 

☆無意識の思い込みで陥ることのないように、やはり学び続けること。こうした研修に積極 

的に参加すべきです。 
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を開催しました

３３名の方が参加してくれました。 

ありがとうございました。 

参加者の感想（アンケートより） ※一部抜粋しています 

 

今月は、安岐町でお二人にお話していただきます。 

多くの方の参加をお待ちしています。 
 

日 時  7 月２4 日（木）１5：００～１6：３０  

会 場  安岐中央公民館ホール 



 

隣保館の施設内には、併設の児童館があります。６月９日、児童館の子どもたちが、隣保館の

施設と車イスを使って福祉体験会を行いました。この体験会では、まず隣保館所蔵の絵本『みえ

るとか、みえないとか』の読み聞かせをし、お互いの違いを認めあうことの大切さを感じてもら

いました。次に車イスに乗って館内のせまい通路や段差を体験したり、身近なユニバーサルデザ

インをみつけたりしました。今回のこの体験が、どこかで役立ってほしいなぁと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワハハの会（隣保館） 

７月１８日（金）10：30～12：00 

出前ワハハの会（北江集会所）     

７月１７日（木）13：30～15：00 

 

隣保館デイサービス事業のお知らせ 

元気アップ教室（隣保館） 

７月１５日（火）10：00～11：00 

８月 ５日（火）10：00～11：00 

８月１９日（火）10：00～11：00 

出前元気アップ教室（北江集会所） 

７月 ８日（火）10：30～11：30 

７月２２日（火）10：30～11：30 

８月１２日（火）10：30～11：30 

生活上の相談や人権に関わる相談に応じ、内容によっては関係機関と連携しながら、助言や

相談先のご案内など、問題解決に向けてのお手伝いをします。秘密は守られますので、安心し

てご相談ください。 

 ◆相談方法   来館または電話。（住所、電話番号は表面に記載）必要に応じて訪問も可 

◆相 談 日  平日（月～金）9：00～17：00 

なんでも相談のお知らせ 

※運動靴、飲み物をご持参ください 

季節を感じる製作や実用的な物づくりをおこ
ないます（申し込みが必要です） 

車イスに乗って段差やせまい場所を通った

よ。自分で乗って操作もしてみたよ!(^^)! 

牛乳パックの上部には、切込みがある

よ。これで目の不自由な人が牛乳とその

他の飲料を区別できるんだよ。でも知って

いると、私たちにも便利だね～。他にはど

んなものがあるかな？ 

スクリーンを使って絵本

の読み聞かせ中です。 

※ユニバーサルデザインとは、年齢・性別・文化の違い・障がいなどにかかわらず、誰にとってもわかりやす

くて使いやすい工夫がされた設計のことです。 

児童館の子どもたちが福祉体験会を行いました 

今月は、プラスチックカップで 

風鈴をつくります♪ 


